
授業概要

　臨床の場で管理栄養士として活躍したいと志している学生のために設けた講座で選択科目。
　実際に業務の主要な分野となる栄養・食事指導について、疾患ごとに病態を理解し、各疾患と対象者個々人の状況
に応じた適切な栄養教育・指導方法について学び、実践力・応用力を身につけて社会に貢献できる管理栄養士を目指
す。
病院での管理栄養士としての勤務経験を活かし症例検討・チーム医療における他職種連携について実態に即した指
導を行う。

関連する科目
履修前：臨床栄養学Ⅰ～Ⅳ・からだと疾病Ⅰ･Ⅱ・基礎栄養学・食品衛生学・調理学等の関連科目を理解しているこ
と。 履修後：教科書以外の文献等により、更に理解を深めている事が望ましい。課題・症例検討のレポ－ト作成。

開講キャンパス 宮崎キャンパス

科目コード 308100 配当学年 ３年次

科目名称 [英語名称] 臨床栄養教育論　[Clinical Nutrition Education]

単位数 2

開設学科 管理栄養学科

授業形態 講義

学位授与の方針
との関連
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教員氏名 甲斐　敬子

Minami    Kyushu    University    Syllabus

授業時間外の学修
疾患毎に必要に応じ　臨床栄養学　Ⅰ～Ⅳの復習　（1時間）
予習　　　課題についてレポート作成

授業の到達目標

各疾患と対象者個々人の特徴と、社会的背景を理解し、状況に応じた適切な栄養教育・栄養指導方法を習得する。
【知識・理解】スクーリニング・検査値から患者の状態が把握でき課題を発見し解決することが出来る。病態別の栄養
マネジメントの実践能力を習得する。症例検討でプレゼンテーション力をつける。【汎用的技能】演習により医療に携わ
る管理栄養士としての倫理観を持つことができる。【態度・志向性】

栄養食事療法必携　第３版　中村丁次　　医歯薬出版　　3,400円|その他、必要に応じて資料を配布するテキスト

検討した症例はレポート提出。点検後返却し
解説を行う。

課題に対する
フィードバック

学習態度　20点
レポート　80点

評価方法

授業の中で随時紹介する。

参考書

第1回～8回村上　　9回～15回　甲斐備考

授業計画

第１回　　高齢社会の現状と歴史的背景　
第２回　　加齢に伴う身体的変化と精神的変化
第３回　　高齢者の疾患と栄養ケア①
第４回　　高齢者の疾患と栄養ケア②
第５回　　高齢者の疾患と栄養ケア③
第６回　　高齢者の疾患と栄養ケア④
第７回　　独居または家族と同居する傷病者の栄養ケア　
第８回　　入院中または入所中の傷病者の栄養ケア
第９回　　代謝疾患の臨床栄養教育
第10回　　血液疾患の臨床栄養教育
第11回　　術前・術後、クリティカル・ケアの臨床栄養教育
第12回　　消化器疾患の臨床栄養教育
第13回　　循環器疾患の臨床栄養教育
第14回　　腎・尿路疾患の臨床栄養教育①　急性・慢性腎炎、ネフローゼ
第15回　　腎・尿路疾患の臨床栄養教育②　糖尿病性腎症、腎不全、透析
病態に応じた症例毎の栄養ケア・マネジメント、症例検討を行い、食品構成・献立の作成、栄養食事指導の方法を習
得する。
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授業の進め方と方法

疾患ごとの病態をパワーポイントにより解説したのち、症例を提示し、まず学生同士で検討を行い、その後全員で検討
する。必要栄養量の算出、栄養補給方法、食品構成作成、食事療法・生活指導について演習を行う。各症例検討毎に
レポ－トを提出する。

○
実務経験
教員担当

アクティブ
ラーニング ○
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